












































































































































意志ではないだろう」（voluntas igitur nostra nec voluntas esset nisi esset in nostra potestate）８と























































































































































































































































































1 Augustinus, De Libero Arbitrio, Ⅰ, 7, 16において、アウグスティヌスは「われわれが知ると言う
のは、理性によって認識することに他ならない」（id quod scire dicimus nihil esse aliud quam ra-
tione habere perceptum）と言っている。また、Ⅱ, 3, 9においては、「というのは、われわれが知
るものは何であれ、それを理性によって把握するのである」（quicquid enim scimus, id ratione
comprehensum tenemus）とも言っており、知ること自体が理性の働きによって成り立つと考え
ている。






5 ibid., Ⅱ, 18, 48.
6 ibid., Ⅱ, 19, 50.
7 ibid., Ⅱ, 1, 2 およびⅢ, 15, 43




10 ibid., Ⅲ, 5, 15.
11 ibid., Ⅱ, 20, 54.
12 ibid., Ⅲ, 17, 48.
13 ibid., Ⅱ,19, 51.
14 ibid., Ⅲ, 4, 9-11. 神の全知と人間の自由との矛盾に関しては、ボエティウスが『哲学の慰め』の第5
巻において、アウグスティヌスの理論をさらに洗練させて、解決を試みている。cf. Boethius, De
Consolatione Philosophiae, Ⅴ, 3-6.
15 De Libero Arbitrio, Ⅰ, 3, 8.
16 ibid., Ⅲ, 1, 2.
17 ibid., Ⅲ, 17, 48.
18 アウグスティヌスも、「すべての悪徳は、悪徳であるかぎりにおいて、自然（本性）に反する」（omne
quippe vitium, eo ipso quo vitium est, contra naturam est）というストア派の影響を思わせる表




cf. ibid., Ⅲ, 1, 2.
20 cf. J. H. Bridges ed., The Opus Majus of Roger Bacon, Frankfurt a. M., 1964, vol. Ⅰ, pp. lx-lxv.
21 De Libero Arbitrio, Ⅱ, 20, 54.
